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成果概要：
画像を入力してベクター形式のダイアグラムを生成するタスクにおいて，複数のフォーマットを対象として包括的に評価可能なベンチマークを構築し，それぞれのフォー
マットに対して既存の視覚言語モデルがどの程度正しく変換できるかの評価を実施した．これらのベンチマークの構築にあたっては，GithubやWikimedia等のWeb上から収
集を行った．また，収集したデータを用いたfinetuningを行うことで，一部のフォーマットについては大幅に性能を向上できることを確認した．

成果のポイント：

成果についてより詳細な情報を提供しているWebページ、発表論文などの情報：

画像をベクターフォーマットに変換するタスクにおいて，Graphviz, Mermaid, Plantuml, 
draw.io, TikZ, SVGなど複数のフォーマットでベンチマークを作成し，各モデルにおいて評価を
実施した．また，Qwen3VL 8B Instructモデルをfine-tuningした結果も比較した．
その結果，Graphviz, Mermaid, PlantUML, draw.ioについては大幅に性能が向上し，
proprietaryモデルにも迫る性能を示した．このことから，これらのフォーマットについては公
開データが十分に存在しないことから，データ自体を整備し学習させることの効果が高かった
と考えられる．一方，TikZやSVGについては学習を行っても性能の向上があまり見られなかっ
た．こちらについては，公開モデルがすでにWeb上のデータで学習を行っている可能性や，
SVGのコードの煩雑さが影響していると考えられる．これらの点についてはより詳しく調査を
行う予定である．
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